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1. は じ  め  に

環境問題への対応は,21世 紀における技術開発に際 し

て,最 大の課題である。我国社会の基盤であるモノ作 りの

分野においても,そ の重要性は変らない。環境に負荷をか

けない,い わゆる
“エミッションフリー"な

製造基盤の構

築は,我 国が国を挙げて取 り組まなくてはならない最重要

課題であるが,そ の推進に当っては,以 下の視点に立って,

その目指すべき方向を明確にする必要性がある。

2.環 境生産性 (Eco…ProduCJⅥty)の 高度化

高度な生産性の追求が環境負荷の大幅な低減につながる

ことを明確に認識する必要がある。高度な生産性の追求と

は,あ らゆるムダを削減することであり,こ のことは環境

への最高の適合化と一致する。故に,エ ネルギーや資源の

超効率的活用,そ れらの最大限の回収並 びに再生,製 品の

長寿命化,製 品の欠陥 ・不良率ゼロの実現,等 々による極

限的な無駄の防止あるいはツト除が,環 境保全を目指す技術

にとって,あ らゆる意味で重要である。

環境生産性の高度化が経済的合理性や生産性の高度化と
一致するという事実は極めて重 く,我 国産業が目指すべき

方向を明確に示 している。環境生産性 (エコ ・プロダクテ

イビテイー)の 高度化を目指す技術開発こそ,最 重要課題

として取 り組むべ き価値 と戦略性を有 している。

3.技 術 ・製品の環境品質 (Eco口QuJly)の 高度化

製品の製造過程および使用 ・回収 ・廃棄段階で発生する

環境負荷を低減するために有効な製品自体および製造技術

の機能 。特性を高めることは,こ れからのモノ作 りの原点

でなくてはならない。有害物質の排除,無 害資源の活用,

易分解 ・易分離構造の採用,等 々によって,環 境に負荷を

かけないライフサイクルを実現する製品特性を高めること

ができる。使用時あるいは廃棄時に有害性を発現 しない,
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自然環境の中で分解 して無害な物質に転換する,あ るいは

無害物質のみで構成されている,等 の対環境特性 と,製 品

に対 し本来求められる強度や耐久性をはじめとする特性や

機能とを両立せ しめているか否かが,こ れからの製品品質

評価の重要尺度であ り,そ れこそが環境品質の基本 とな

る。

環境品質 (エコクォリテイー)の 考え方は,循 環型社会

のための新 しい品質基準であり,製 品のライフサイクルを

強く意識 したモノ作 りの思想でもある。また,エ ミッショ

ンフリーな製造体系を維持するためのインバースマニュフ

ァクチュアリングと,使 用済み製品や廃棄物の回収や再生

を支える物流基盤であるインバースロジスティックスを円

滑化する機能や特性を十三分に具備 しているか否かを評価

する視点も包含 している。加えて,製 品の再生ゃ再利用を

実現する構造や構成を評価する概念でもある。

モノ作 りの先導性 。優位性の確保のために,環 境 と調和

する製品品質基準,即 ち,環 境品質基準の策定 と運用は,

我国産業にとって極めて戦略性の高い課題である。

4口環境 (自然)保 全性 (Eco‐Preservabi!■y)の 確立

生産プロセスや製品に対 し,廃 棄物や排出物の極小化,

無害化,イ ンプラント処理化,更 に最終廃棄物の自然環境

からの隔離,自 然環境再生のための有効物質への転換,な

どを通 して環境保全に貢献する機能 ・特性を付与すること

も重要である。それらを実現する技術やシステムは,「エ

ミッションフリー生産基盤」そのものである。

具体的には,高 温高圧 (1300°C超 )で の燃焼 ・反応 ・

分解等を任意に実行 し制御する技術,極 低温下での固化 ・

破砕等の処理を実行 し制御する技術など,従 来とは大きく

異なる状態下での物質の特性を制御 し,そ れらを無害化す

るなど,新 しい技術体系の構築を目指す必要がある。

5日環境 (社会)持 続性 (Eco…SustJnabi:■y)の 強化

有限な地球資源の下で,豊 かな社会や安定した生活を持
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続させるためには,物 財の長寿命化,回 収 。再生 。再利用

の徹底など,限 られた資源やエネルギーの高効率活用が不

可欠である。環境持続性の強化とは,か かる社会的要請に

対 して,技 術がなし得る役割を拡大 し,そ の貢献度を高め

るための枠組を構築 しようとするものである。製品の長寿

命化と再生を意図した部分置換型デザイン手法やモジュー

ルインテグレーション等,製 造物のライフサイクルの管理

あるいは制御にかかわる基幹的技術の構築を急 ぐ必要があ

る。

6.環 境公示性 (Eco―Accountabil社y)の 拡張

環境保全を効果的に実行 していくためには,製 造および

利用の場を移動する物財の構造 ・構成や履歴を管理できる

情報システムが不可欠である。生産の場における情報管理

のみならず,出 荷後のユーザーの利用状況やその使用履歴

にかかわる情報を掌握する技術,製 品の状態変化に関する

情幸艮を効率的且つ簡便に取得できる技術,な どの整備を進

め,環 境保全に要する情報の保持および開示機能の拡張を

強力に進める必要がある。

特に製品の構成物質を明示 し,併 せて利用状況をトラッ

キングする技術が不可欠である。ラベリング,マ
ーキング,

読み取 り,認 識,デ
ータ分析,デ

ータ搬送,等 にかかわる

技術並びにシステム,更 にエコチップ,エ コタグシステム

等々の技術開発が重要である。我国の産業は,環 境対応技

術に関する優位性を獲得するため,製 造物に環境情報を付

与 し,取 り出し,活 用するための技術,シ ステム,ル
ール
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作 りを急 ぐ必要がある。

7.急 がれる 「環境知的基盤」の整備

環境保全のための諸対応を生産活動や経済活動の中にし

っかりと組 り込むために,21世 紀の製造業は,従 来型の

モノ作 りに加えて,「製品又は物財の最適な利用法と利用

条件を顧客に提示し,製 造物の効果的且つ効率的な利用を

支援する」,「そのような支援を通して物財の長寿命化を実

現する」など,付 加価値の高い物財とサービスとの組合せ,

即ち,「知材融合製品」あるいは 「知財融合システム」を

提供する事業を展開していく必要がある。併せて環境問題

への対応が,経 済的目的にも十分に適合するように生産 ・

販売の枠組を再構築していかなくてはならない。その際の

キーテクノロジーとして,「知的基盤」の整備と効率的運

用が不可欠であり,関 連する様々な技術の高度化が必要で

ある。

8.む す び

環境問題への積極的な取 り組みと,先 導的な技術やシス

テムの開発は,我 国の製造業や産業が世界に対して更なる

優位性を獲得し得る絶好の機会である。我国の技術は,こ

れを実現するに十分なポテンシャルを有しており,こ の機

会を逃すことのないよう最大限の取 り組みが求められる。

環境保全は,世 界共通の普遍的価値基準であり,そ のため

の技術開発は,経 済的 ・技術的優位性をもたらすのみなら

ず,人 類社会へ大きく貢献する道へと続いている。


